
大
正
回
年
六
回
二
十
『

H
輝
三
宿
御
催
物
扇
可
〔
信
組
『
回
一
日
留
任
V

曾苧務担苧え~帝都京

奉三+ニ第E声一摂

論

叢

伊
太
利
一
一
時
農
業
枇
命
日
化
運
動
-

地
方
家
屋
税
の
営
否

生
産
の
概
念
・

動
物
界
の
闘
争

時

論

軍
備
縮
小
合
議
に
就
い
て

抱

肌

常

刈

羽
州
庄
内
農
民
愁
訴
騎
動

足
袋
の
製
造
工
程

琉
球
の
史
的
回
顧

雄

椎

錦

略

我
国
古
代
の
財
政
ご
仰
数

問
嵯
消
費
税
の
累
進
税
卒

ク
ナ
ッ
プ
教
授
逝
く

ば

仙

人

V

一一

捗
働
争
議
制
伴

u-
必
M
M
出
川
作
此
施
む
〈
μ

・
l
場

μ
施
打
へ
台
中
改
正
・
1
ム
川
恒

J
2地
口
組
則
中
改
正
・
拘
事
制
作
一

法

・

土

地

日

貨

仙

川

村

制

五

位

一

L
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E
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繭

t性

地
方
一
本
昌
枕
の
泊
再

都
二
十
三
谷

(
第
二
親

I'>j 
) 

ゴL
F、

山
山

富
市

4

方

家

屋

税

0) 

苗'

否

面111

戸

.iE 

古住

雄
一
同
(
本
論
旧
日
的
)

第
一
段
地
方
家

H
枕
山
刊
一

ιTH批
評
コ
公
正
叫
枕
又
は
机
枕
分
配
上
川
能
力
原
則
上
川
嶋
鯨
側
係
上
り
共
説
川
北
(
批
評
引
物
挫
の
性
質
上

り
什
世
話
…
山
其
批
計
一
山
甜
質
J
川
北
一
古
川
北
(
批
評
川
他
山
牧
証
一
柑
と
の
刷
係
上
山
山
地
私
有
禁
止
晶
子
枕
と
の
刷
師
上
川
去
品
川
北
批
評
判
省
抗
議

と
の
凶
M
M
上
山
円
九
説
一
川
共
批
評
刷
刑
佐
原
山
川
上
叶
帆
肱
凶
係
上
り
け
北
説
幻
丸
批
判
例
地
方
利
益
担
も

ω
♀

H

定
よ
り
け
H
一
詑
川
北
批
評
斗
此

2
2
2政
策
上
官
訪
中
一
批
評
甲
車
警
は
い
日
一
世
間
此
批
評
問
牧
入
器
よ
官
訪
問
封
批
評
)

第
二
位
地
・

2
2松
山
由
一
ん
批
(
付
税
質
k
v
A
は
A
H
-
3
m
枕
止
し
同
地
方
に
此
粧
を
飲
(
を
符
ぎ
る
乙
と
川
此
枕
が
府
に
地
方
に
泊
す
る
ζ

と
斗
収

入
政
筑
上
位
課
税
技
術
上
仰
組
消
政
策
上
旬
祉
合
政
策

t)

結
前
(
全
文
型
首
)

緒

ドヨ

由
来
、
家
賠
殺
は
我
闘
に
て
は
比
較
的
畿
巡
の
川
崎
れ
た
税
で
ゐ
る
。
地
引
仰
は
最
古
く
か
ら
俊
逮

L
て
居
っ
た
o

闘
世
間
業
税
は
地
税
に
比
し
て
は
握
れ
て
畿
迷
し
た
り
れ
ど
も
、

総
税
E
拡

U
時
の
閥
、

闘
に
も
地
方
に
も
肢
〈
行
は
れ

て
居
っ
た
。
資
本
利
子
枕
は
絞
れ
馳
せ
な
が
ら
今
度
、

国
税
ど
し
て
出
来
る
こ

Z
じ
な
っ
七
。

蕗
で
此
等

ω
も
の



ピ
理
論
上
劃
等
に
取
扱
は
る
、
所
の
家
屋
枕
に
至
つ

τは、
我
闘
で
は
未
だ
閤
税
ご

L
て
は
採
ら
れ
た
，
』
ど
が
な

〈
、
地
方
税
Z
し
で
は
阪
に
行
は
れ
た
こ
記
は
ゐ
っ
て
も
、

北
(
も
ま
に
、

凡
べ
て
の
地
方
に
行
は
れ
た
正
い
ふ
で

干晶、ム

t
‘、

t
i
 

漸
〈
今
度

ω改
正
に

t
府
脈
市
町
村
を
泌
じ

τ旋
〈
行
は
れ
得
る
守
】
ど
に
な
っ
た
o

斯
〈
て
も
地
方
に

よ
り
て
は
、

永
熟
な
の
で
、

北

Z
W
H施
を
案
じ
て
居
手
所
で
ゐ
る
。

そ
L
τ
之
に
謝
[
て
は
賛
成
論
も
あ
る
が
、

反
劃
説
も
あ
っ
て
、

之
が
解
決
は
簡
単
で
は
な
〈
、

む
し
ろ
解
決
維
を
見
山
す
(
主
)
O

今
之
に
つ
い
1
研
究
[
、

其
時
四
否
を
批
判
す
る
は
、
我
国
首
而
の
問
題
の
論
議
=
し
て
も
無
用
で
な
レ
ピ
忠
ム
に
よ
り

τ、
作
叫
に
敢
て
之
を

論
ず
る
o

ソ
ド
ア
ス
キ
ー
は
、
家
um
及
土
地
耽
は
訓
常
に
凶
離
な
問
題
で
あ
っ
て
、

juに
全

t
尚
足
な
方
訟
で
は
解
決
す
ぺ
か
ら
ざ
る
も

ω
だ
と
い

ふ
て
肘
る
。

(
註
-
)

第
一
段

地
方
家
屋
税
の
否
定
識
す
』
其
批
評

一
一
公
正
融
枕
又
は
租
税
配
分
上

A
能
力
原
則
上

(
川
村
嫁
閥
係
上
|
|
川
家
屋
枕
は
一
五
端
々
借
家
人
に
鴨
嫁
き
る
、
可
抱
性
が
大
で
あ
っ
て
、
此
枕
が
本
来
、

一
の
相
特
集
枕
干
し
て
期
待
判
る
、
如
〈
に
家
主
の
負
捻
己
な

t
家
主
的
抽
出
力
い
し
肱
十
る
も
の
ご
は
な
ら
得

Y

諭

設

地
方
一
品
民
世
自
制
引

第
二
十
三
位
甘

(
第
二
杭

~It 

JL 

五
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jお

i甚

地
方
家
段
袖
山
首
府
川

第
二
十
三
巻

1i-~ 

班

一
一
六
)

() 

() 

い
ふ
-
}
ご
が
比
枕
反
批
剖

ω
第
一
供
出
閣
で
ゐ
る
。
印
ち
一
光
来
比
枕
は
一
の
地
万
枕
ご
し
て
・
家
尉
牧
(
位
が
土
地
借
恭

ω牧
〈
住
吉
相
並
ん
で
物
的
一
克
来
よ

b
の
牧
盆
ご
し
て
札
一
能
力
に
於

τ人
的
冗
素
よ
ム
リ
生
す
る
も
の
に
比
L
一
層
大

h
Hゆ

e
G
'
」

J
N心
、

並
仁
家
口
児
及
比
百
枚
盆
が
地
方
の
施
設
及
枇
時
速
に
負
ム
所
の
大
な
る
こ
正
よ
り
[
τ
、

i
t
-
-
z
l
 

柏
市
翁
町
四
加
を
加

味
上
た
る
能
力
原
則

ω見
地
か
ら
上
て
之
を
快
〈
-
}
ピ
能
は
す
芯
せ
ら
る
、
明

t
ゐ
句
、

そ
し
工
北
(
は
又
、

Jl~ 
君t

が
芸
納
税
義
務
者
た
る
、
札
(
山
水
戸
照
牧
盆
を
牧
h
u
る
所

ω
家
主
に
よ
り
負
鈴
さ
る
X

こ
さ
を
前
提
ご
す
る
の
で
あ
る

此
枕
が
伯
家
人
に
陣
嫁
山
ピ

L
め
ら
れ
共
負
協
に
締
せ
し
め
ら
る
、
可
能
性
が
可
な
り
大
吉

(
(
J
三
)
、
斯
〈

L
て
能
力
め
h
又
比
一
能
力
の
持
に
大
い
家
主
の
負
換
し
な
い
ご
い
ふ
こ
正
が
不
榔
介
に
，
と
さ
れ
な

ト
比
二

)
O

然
る
に
お
際
、

〈
て
は
な
ら

μ
。
そ
[
τ
其
の
借
家
人
に
酬
明
敏
せ
し
め
ら
る
、
.
己
い
ふ
こ
正
は
、
戒
は
家
賃

ω引
上
に
よ
り
て
其

れ
げ
い
け
を
借
家
人
が
負
捻
す
る
泊
め
仁
生
じ
・
或
は
此
引
上
げ
ら
れ
た
る
家
賃
を
梯
ふ
に
堪
へ
も
サ
し
て
、
家
賃
の

前
ざ
畿
ら
す
併
し
一
府
不
完
全
な
る
家
屋
に
住
居
す
る
・
』
吉
、
な
る
斜
め
に
生
宇
る
(
此
凹
)
。
斯
く
て
此
碑
嫁
の
行

は
る
、
J

じ
い
ふ
一
}
己
は
、
能
力
ゐ
る
家
主
を
し
て
相
営
の
負
脱
出
を
せ
し
め
ぬ
一
、
ご
に
於
て
不
都
合
な
の
み
で
は
な

く
、
能
力
の
之
上
き
伯
家
人
に
割
合
に
重
量
』
負
踏
を
附
す
る
こ
ど
に
於

τも
不
都
合
、
不
公
平
に
ご
し
な
〈

τは

な
ら
れ
制
(
出
五
)
O

つ
ま
ら
此
枇
に
時
嫁
可
飽

ω大
い
柏
崎
め
に
・
本
来
的
期
待
の
知
〈
牧
盆
税
た
る

-
3」
が
山
来
十

L

て
‘
少
〈
ご
も
一
郎
、
会
中
川
山
枇
上
牧
盆
枕
に
劣
b
た
る
使
用
枕
ピ
な
る
の
で
あ
る

2
3
0
此
が
此
松
山
り
反
封
さ

る
、
一
の
校
球
で
ゐ
る
。
ヨ
併
L
陣
妹
ピ
い
ふ
も
の
が
此
税
し
必
A
Y
起
る
ご
い
ふ
の
で
は
な
く
、
先
以
て
自
用
家

〈



噌

d

句

午

J

J

O

B

、4
3
?
k
q
d唱

屋
に

τは
殆
ん
ど
杢
〈
起
ら
す

L
て
踏
む
(
副
七
五
此
に
て
も
誌
が
営
業
用
の
ご
き
に
は
口
問
物
の
債
格
に
込
め
て
買

手
に
嶋
嫁
す
る
一
}
ご
も
生
じ
得
る
が
(
比
八
)
、
誌
が
必
h
'
し
も
ん
山
川
一
一
は
組
ら
す
、

叉
六
つ

hr
し
い
o
賃
貸
別
家
屋
に

E
ま
噂
家

q
自
主
i

e
t
4』
-
E
f
-
-

併
し
此
に
℃
も
枕
が
家
屋
の
倒
神
駒
山
り
巾
に
消
却
き
る
、
守
}
ご
も
あ
っ
て
時
妹

一
府
大

ν
が

，
乙
な
ら
ぬ
こ
ピ
も
あ
る
し
主
主
、
地
主
主
一

O
}
、
資
本
主
、
建
築
業
者
に
陣
嫁
せ
ら
れ
て
借
家
人
へ
叫
嫁

3μ
ぬ

こ
ご
も
あ
り
、

其
家
肢
が
不
況
時
代
、

不
利
な
る
地
左
に
て
も
(
組
二
一
、
叉
猫
占
的
地
位
を
占
め
た
る
も
の
に
て

も
(
計
一
一
)
、

借
家
人
へ
の
側
嫁
の
難
い
ご
い
M

ふ
-
ヨ
ピ
が
あ
!
り
、

一
緒
に
他
山
凡
べ
て
の
投
資
に

そ
れ
か
ら
家
屋
、
」

針
L
て
も
午
等
に
訓
枕
さ
る
、
ご
告
に
も
此
耐
時
附
聞
の
可
能
性
が
小
い
1

(

尚
一
一
)
G

ど
か
ら

L
て
川
家
人
ヘ
の
叫
嫁
の

生
す
る
ご
い
ふ
こ
正
は
良
(
々
々
僚
件
の
揃
っ
た
場
合
で
.

必
す
し
も
そ
ん
な
に
多

f
は
な
い
し
、

山

h
に
仙
一
家

人
特
に
貧
な
る
借
家
人
に
帥
し
忙
ご
し

t
も
、
彼
等
も
北
(
支
抑
r
F

所
の
家
賃
に
よ
り
て
、
或
皮
ま
で
北
抽
出
力
を
示

し
て
居
る
の
で
め

h
、
之
に
負
携
せ
し
め
ら
る
、
の
も
亦
己
む
を
得
ぬ
ご
も
い
ひ
得
る
。

(
註
ニ
)

2
 

μ

ツ
y
は
、
収
益
枕
州
日
系
に
て
は
、
バ
品
川
枕
が
家
巳
に
附
よ
と
い
ふ
苦
が
叫
か
に

m
u
u
L
る
誌
と
い
ふ
て
川
る
。

(註一一一)

誕
U
H
軸
の
情
家
人
へ
の
伸
肱
呼
他
は
多
〈
の
人
々
之
を
訟
む
。
例
之
、
ロ
ツ
ァ
は
、
主
閥
単
占
は
祖
例
弐
心
地
利
枇
強
か
ら
一
川
設
し
で
け

る
。
印
b
地
主
主
家
主
と
は
別
対
人
で
あ
っ
て
、
一
抗
日
目
の
波
山
は
土
地
山
借
手
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
随
立
に
崎
加
す
ベ
キ
・
百
本
山
机
川
と
あ
る
。

地
代
は
此
際
、
制
占
地
代
て
あ
っ
て
、
北
部
位
は
仰
紘
さ
る
λ

こ
と
は
問
事
な
い
。
地
代
を
長
以
る
所
の
地
主
は
、
創
出
者
と
し
て
、
此
に
祉
な

(
と
も
、
叫
に
取
り
て
最
も
引
別
た
る
も
山
を
地
代
か
ら
叫
求
し
て
川
る
か
L
J
L
丸一
@
(
H
'
上
に
枇
だ
け
地
代
を
附
す
こ
と
は
山
高
山
)υ

昨
し
正
官

心
古
本
判
子
を
中
立
は
ず
所
ω
一品冗

ω
課
枇
は
事
仙
に
上
1

リ
て
は
判
依
す
べ
き
も
山
だ
と
い
ひ
、
セ
リ
グ
マ
ン
も
、
正
統
抵
心
苦
ど
は
家
M
所
I

付者

r 九
日間

i1~ 

。

地
古
来
h
松
山
市
百

(
弟
=
腕

弟
二
十
三
を

じ
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主i江

第
二
十
一
-
一
審

ぐす

(
品
二
蹴

議

地
十
刀
3
K鼎

h
枕
山
叫
が
円

入
) 

へ
山
枕
は
一
般
に
は
占
有
者
(
伯
人
)
へ
怖
肱
せ
ら
る
h

と
す
る
ο
泣
歩
す
る
枇
A
W
山
正
常
山
肌
践
と
、
紫
柴
山
不
断
自
存
杭
と
が
あ
れ
ば
、
家
主

舵
山
抑
熔
せ
ら
る
L

こ
と
が
刈
然
〆
¥
稀
hu
場
合
山
外

u、
此
枕
げ
山
地
正
へ
剛
山
叫
す
る
こ
と
は
川
咋
山
か

ι、
此
げ
か
上
円
布
者
に
悼
賊
す
る
こ
と
誌

な
も
う
と
い
ふ
。
北
他
、
プ
ア
イ
フ
ア

l
、
シ
ェ
フ
レ

l
、
ア
イ
ス
ナ
ン
グ
、
ヒ
リ
シ
ス
守

l
、
マ
イ
ャ

1
、
フ
オ
イ
ヒ
ア
ル
、
コ
ン
ラ
ー
ド
、

ハ
ス
一
f
i
プ
ル
告
凡
ベ

C
此
枇
白
料
胤
可
耐
を
説
〈
G

シ
品
フ
レ

l
は
、
山
部
恒
松
て
位
な
い
が
、
一
品
抗
耽
に
つ
き
、
叫
引
」
が
符
品
に
一
回
不
山
且
な
仙

H
E求
む
る
こ
と
に
導
き
仰
と
い
ふ
て
出

(
佐
田
)

る
が
、
北
は
や
が
て
家

M
枕
に
も
叫
す
と
と
を
伴
る
。

(
註
五
)

6
 

ナ
ヌ
カ
は
、
借
家
人
、
的
に
小
住
民
山
借
家
人
は
山
来
る
だ
け
訂
恕
す
べ
き

t
山
だ
と
い
ム
て

M
るロ

(
註
穴
)

枯
と
考
へ
ら
れ
た
粧
が
往

ロ
ツ
ツ
が
.
恰
か
も
叫
に
削
る
r
小
川
叩
か
な
る
抑
仙
閉
山
車
市
引
の
伺
め
に
、
日
際
に
は
一
車
川
々
抗
又
は
家
同
財
産

6
 

々
に
し
て
住
肘
使
川
拾
に
移
り
伴
ー
と
い
ふ
山
は
此
芯
時
で
あ
る
。

或
は
白
川
家
日
開
へ
の
2

本
船
粧
特
に
自
刊

J

本
館
ヘ

ω
ー
を
も
牧
値
柑
て
な
〈

l
て
仙
川
松
だ
と
い
ふ
見
方
も
あ
る
日
か
、
併
し
エ

1
4ヘ
ル
ヒ
キ

U
V
L

〉

や
う
い
い
、
白
川
家
財
の
刊
正
に
と
り
て
も
、
此
家
賃
に
犯
は
る
る
杭
盆
あ
ゆ
と
い
へ
る
か
ら
、
此
方
は
必
ず
し
も
、
伐
め
に
牝
証
枯
た

ιず
と
い

ふ
に
比
ば
山
。

(
駐
七
)
ロ
グ
ツ
が
、
家
島
所
有
者
い
か
摂
家
艇
を
自
ら
車
川
す
る
去
き
に
は
、
借
家
人
へ
の
一
品
酎
祉
の
材
料
嫁
は
行
は
れ
血
・
と
い

λ
υ
ω

は
抗
白
羽
り

で
あ
る
。

{
註
八
)
ロ

y
y
H
、
作
業
川
に
白
布
衣
M
m
を
利
川
し
た
場
合
に
、
叫
物
利
川
抗
を
、
皆
業
者
山
j

刷
物
山
鵬
W
M
者
に
仰
山
昨
狩
る

h
w
H
あ
り
主
持
詰

L
、
パ
ス

2

1
プ
ル
も
、
一
i
川
端
泣
山
側
へ
山
枕
は
刷
工
業
者
自
野
菜
我
山
一
部
を
成
し
、
其
仇
す
る
品
物
心
悦
格
を
上
げ
る
こ
去
に
傾
げ
る
と
泊

。
す。

仰
は
世
間

L
っ
、
あ
る
市
内
如
き
に
て
、
川
本
船
山
軸
買
に
上
り
て
此
げ
か
止
ず
る
。

(註

-
D
)

パ
ス
ア

1
プ
ル
は
、
之
に
つ
き
、
制
点
的
。
家
起
で
あ
っ
て
家
主
が
枇
を
弛
A
劫
令
て
也
、
閥
単
な
る
来
起
所
布
唱
は
引
船
簡
を
地
主
の

負
加
に
て
仰
る
こ
と
、
る
な
ら
う
と
V
H
V
、
ハ
ン
タ
レ

J
n
i
=
も
、
一
品
川
胤
祉
が
借
家
人
に
料
館
せ
ら
れ
な
い
て
地
主
に
脚
総
き
る
h

制

あ

り

と

時

(
註
九
)
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し
、
共
謀
は
、
若
も
松
山
家
立
に
師
す
る
と
き
に
は
伯
母
が
多
〈
の
家
財
を
建
て
ぎ
る
こ
と
L
h
ι

り
、
建
築
川
地
の
需
型
を
減
じ
地
倒
の
下
落
を

生
ず
る
か
ら
と
い
ふ
の
だ
が
、
セ
り
グ
マ
ン
は
之
を
Y
甘
ん
ん
し
、
新
一
試
い
比
約
不
謹
築
、
と
い
Y
A
ζ

と
は
、
北
一
れ
自
身
、
現
在
丘
北
屈
の
地
代
の
世
下
を

且
ず
る
こ

A
は
山
市
な
い
ο
比
一
は
眼
だ

f
地
仙
仙
の
川
一
仁
の
時
立
を
附
「
る
を
叩
る
だ
け
ζ

あ
り
、
ー
は
恐
ら
〈
は
柿
々
、
空
地
の
倒
値
白
下
落

を
小
中
」
「
る
を
作
る
だ
け
ど
υ

古
い

i
地
山
口
貸
契
約
山
川
山
内
料
過
し
た
後
で
司
、
家
μm
祉
が
訓
川
市
に
品
く
℃
、
来
日
m
所
有
者
が
北
九
契
約
長
一
史
新

す
る
よ
り
も
、

L
L
ろ
民
家
い
加
を
川
出
来
す
る
こ
と
を
越
む
ほ

r白
川
場
合
ど
な
い
此

J
は
、
地
代
目
下
ら
な
い
ピ
あ
ら
J

O

そ

L
て
此
円
以
例
外
的
山

地
什
ど
も
、
氷
い
卸
枕
は
州
市
の
み
地
主
に
叫
肱

L
Mる
と
い
ふ
c

{
詰
一
円
)

い
ツ
ツ
川
、
比
目
礼
さ
れ
丈
米
ハ
畑
山
肌
川
引
占
に

C
札
、
川
川
山
可
川
市

M
X
U
令
市
が
平
副
鉱
に
制
捜
は
れ
た
と
き
、
例
之
、
前
H
的
山
小
市
に
て

へ
川
も

N
t
射
川
ー
な
ん
日
っ
た
と
き
、
又
は
-
般
に
陛
雄
な
る
大
市
に
で
も
一
九
九
内
地
位
が
悼
集
心
地
と
し
て
又
は
日
付
一
机
と
し
C
市
何
告
か
の
世

山
に
よ
明
灯
娃
刊
は
山
山
川
刊
を
快
〈
と
き
に
は
、
り
品
川
町
枯
が
借
家
人
に
時
賊
き
れ
な
い
と
い
ふ
。
知
似
の
こ
と
を
、
プ
ア
イ
ヌ

y

l
、
パ
ス
ア

l

れ
り

ゾ
ル
、
ヒ
リ
ク
マ
シ
尋
枕
芯
ナ
。

註

パ
ス
↓
ア

1
フ
ル
は
、
比
一
地
位
の
憎
跡
内
瓜
め
に
い
州
雌
が
特
別
に
品
、
き
制
占
的
悦
舶
を
布
す
る
場
合
に
、
所
市
唱
が
飢
に
H
h
一
一
品
山
可
能
的

ロ
ツ
ツ
も
制
川
内
こ
と
を
い
ふ
て
M
W
る。

な
る
家
賃
を
川
町
た
と
き
に
は
、
枕
を
拍
λ
こ
と
斗
な
る
ど
あ
ら
ョ
と
い
ふ
て
肘
る
が
、

(
註
ご
ろ

ヒ
リ
グ
マ
ン
は
、
家
日
血
枕
が
、
家
um
以
外
山
凡
く
て
山
助
注
文
は
所
得
に
も
止
び
日
つ
此
与
の
も
山
を
同
中
に
て
泌
す
る
所
内
組
枕
値

長
自
↑
部
と
あ
る
と
き
に
は
、
枕
の
れ
抑
帥
右
は
協
に
初
め
の
納
枯
者
山
ち
家
い
民
所
術
者
山
上
に
あ
る
で
あ
ら

3
・とい
H
V

、
フ
ア
イ
フ
ア

i
一九

〉

川
総
の
こ
と
を
い
ふ
。

乃
物
悼
の
性
質
上
|
i
l
此
家
尾
税

ω物
倒
た
る
家
尿
比
(
も
の
が
次
第
に
偲
値
を
減
む
つ
、
あ
っ
て
、
之
を

補
充
す
る
翁
め
に
相
常
の
修
繕
設
を
要
し
、
と
を
投
し
て
も
向
は
完
全
に
之
を
補
ふ
唱
ご
は
出
来
十
、
何
時
か
は

M
M

山
同
町
位
、
』
な
る
司
」
ご
の
ゐ
ム
リ
得
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、

つ
ま
h
J
能
力
の
乏
し
き
も
の
で
ゐ
品
。
家
賃
の
総
長
己

L
て

論

守"も

河為

ぐー〉

(
第
二
班

地

U
Pふ
い
血
税
心
市
ρ
h
H

第
二
十
三
匙

1， 

9 AllfL S. .146. Bastable， und__GemeindestcIICTn. S. 115. Gonr<l.d， Fw 
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輸

叢

の
flll 

第
二
十
三
谷

(
弟
二
枕

地
占
誕
肘
枕
の
仲
川
作

。

現
は
る
、
、
の
は
主
ご
し
て
は
土
地
の
俄
他
に
尉
ィ
る
ψ
で
あ
っ

τ、
家
屋
某
も
の
、
債
依
は
漸
滅
的
の
も
の
で
あ

)
 

h
、
之
よ

b
L
τ
特
別
の
負
携
を
待
古
し
む
る
の
は
仙
で
あ
る
ご
い
ふ
見
方
も
あ
る
五
一
巴
。
ヨ
如
何
に
も
山
本
民

(
 

そ
し
て
慌
に
或
皮
の

白
九
月
山
り
剛
恨
儲
は
漸
滅
的
で
ゐ
h
、
や
が
て
処
刑
桐
値
ご
な
る
こ
ご
さ
へ
ゐ
h

リ
得
る
も

ωに
が
、

修
絵
農
を
も
必
要
ご
す
る
も
の
亡
が
、

品
川
上
共
的
知
的
侃
ご
な
る
ま
で
に
は
通
例
可
な
h
長
、
き
時
聞
が
ゐ

h
、
修

総
設
は
か
、
る
が
、

E

ノ
~
を
超
過
し
た
る
も
の
が
家
賃
正

L
て
取
b
得
ら
れ
、

且
又
、
物
倒
賃
金
等

ω勝
負
に
作
ふ

て
家
屋
其
も
の
、
回
聞
の
増
進
す
る
ご
い
ム
こ
ど
も
み
り
、
家
賃
の
騰
武
中
、
地
代
の
勝
賞
仁
師
す
べ
き
も
の
も
ゐ

る
が
、
家
屋
所
有
者
が
地
主
ご
の
契
約
上
支
挑
ふ
べ
き
地
代
は
此
本
来
の
地
代
の
勝
北
仁
作
は
ぬ
己
い
ふ
こ
ピ
が

あ
っ
て
、
悲
に
も
家
民
所
有
者
の
牧
む
べ
当
俄
利
が
め
ら
、
此
家
屋
に
つ
き
火
災
保
険
さ
へ
か
り
て
依
り
ば
、
先

以

τ家
民
所
有
者
が
安
全
確
司
氏
に
牧
盆
を
泉
げ
得
る
。
此
物
的
一
冗
素
よ
り
生
す
る
股
盆
は
決

L
て
論
者
の
い
V

ふ
如

〈
-
能
力
乏
[
き
も

ω
ご
し
て
宥
恕
す
べ
き
で
は
な
く
、
少
〈
ピ
も
純
人
的
め
勤
叫
労
政
盆
じ
比

L
て
は
能
力
大
な

る
も
の
ピ

l
T
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
る
。

(
註
-
四
)

フ

ヲ

イ

プ

ウ

1
口
、
大
柿
山
に
於
て
、
品
針
山
地
位

r
あ
る
ま
い
匝
は
不
剥
な
る
地
位
に
あ
る
同
一
大
さ
り
同
一
山
議
さ
山
山
本

h
よ
り
も

二
仙
の
家
貨
を
も
っ
。
此
一
一
山
牧
一
却
の
机
誌
は
地
代
に
有
す
る
υ

誠
一
品
川
血

ωJ品
質
山
上
る
幼
令
に
は
抗

H
家
出
山
立
づ
酎
山
オ
地
山
側
仙
山
崎
坑

に
M
灯台、
b
向。

P

払
い
住
は
H
ハ
白
井
似
値
に
於
て
利
叫
す
る
を
作
品
υ

反
却
に
物
山
性
質
に
よ
れ
ば
古
〈
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
鵠
絡
を
引

L
、
例
航
を
減

“
 

ず
る
こ
と
込
な
る
と
い
ふ
。

(は)
;flt 
:i!i 

( 1 ) 
;家
}f 
事t
カず

0) 
物
税
Tこ
る
力安

;持
品

免
税
貼
の
設
位
、

人
的
事
怖
の
考

緊
迫
の
適
用
、
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安

三品目。

3
M
9
?
 

慮
、
負
債
控
除
な
ど
の
行
は
れ

F
る
一
」
三
叉
は
仔
は
れ
い

τも
極
め
て
不
完
全
な
る
も
の
Z
な
る
ご
い
ふ
二
z
h
r
ら

)
 

し
で
も
、
此
枕
は
能
力
説
枕
上
不
術
足
で
あ
る
山
一
五

)
O

パ
い
此
貼
は
快
貼
ご
い
へ
ば
銚
知
に
は
相
違
な
い
が
、
他

に
も
同
類
が
あ
っ

1
、
枕
ご

L
て
は
不
尚
足
な
が
ら
も
忍
び
得
る
も
の
で
は
あ
る
。

ナ
ツ
シ
ア
}
は
、
机
松
主
叫
に
於
け
る
村
山
叫
附
悼

-Fb机
枕
物
拙
を
分
離
す
る
こ
と
は
牧
品
抑
制
の
原
則
的
山
蹴
出

rと
お
L

ド:

カ
は
、
家
民
耽
に
て
は
、
れ
的
利
子
が
考
脂
さ
れ
な
い
。
防
ふ
て
雌
酷
と
不
公
正
と
を
批
〈
る
こ
と
が
山
地
ぬ
と
い
λ
舵
鮎
あ
り
と
い
γ
L
o

(
註
-
五
)

)

}

 

に
他
山
り
牧
盆
枕
正
の
聞
係
上

U
T資
本
利
子
警
の
附
係
上

l
Vよ
机
に
於
℃
有
ら
ゆ
る
土
地
理

τ宅
地

を

も

立

L
、
日
投
本
利
子
枕
に
て
有
ら
ゆ
る
院
賞
を
も
跳
枕
す
る

J

己
主
に
は
、

t主

随
っ
て
家
出
建
築
資
本
に
も
謀
枕
す
る
さ
き

)
 

民
』
石
一
花
主
仁
、
上
一
て
f
t
f
b
n
υ
捻
出
な

L
己
レ
ふ
-
』
ご
二
も
な
る
(
詰
一
六
)
O
b
併
し
之
を
我
凶
に
つ
い
て

培
哩
ト

h

p

t

q

t

1

J

1

1

4

J

J

-

r

ι

i

I

7

d

l

i

、

ゆ
J
t
J
」
も
現
行
地
租
以
時
勢
に
返
れ
た
剖
脱
税
棋
準
を
採
っ

τ賠
り
、

見
る
ご
き
に
、

地
机
は
別
仁
わ
る
が

て
並
(
・
逃
れ
た
い

V

け
の
地
代
に
訟
枕

ω依
地
が
波
3
れ
1
ゐ
る
し
、

其
は
や
が
て
時
の
賃
貸
痕
柿
に
改
的
ら
れ
て
此

総
地
な
き
に
至
る
と
[
一
ー
も
、

地
方
に
は
資
本
利
子
校
な
〈
、
随
つ
一
1
家
尿
建
築
資
本
に
制
劃
し
て
は
家
胎
税
の
み

が
説
枕
せ
ら
れ

τ差
支
な
さ
一
」
ピ
、
な
ら
得
る
G

『
註
-
六
)

4

-
ア
フ
ム
ル
ヂ
ス
は
、
ぺ
竹
内
土
地
、
脳
内
ノ
て
時
物
心
あ
る
一
地
も
が
、
地
和
を
諜
せ
ら
れ
、
介
川
資
本
、
家
九
一
議
古
川
ゐ
ら
れ
た
る

説
半
巴
も
が
資
本
椛
を
叫
せ
も
る
斗
主
き
に
、
家
い
何
枕
は
物
仙
一
む
き
と
と
、
る
な
る
ど
あ
ら
う
と
い
よ
て
府
る
。

部」

軍事

地
方
家
い
舵
枯
山
川
一
台

昨
ニ
イ
一
ニ
巷

(
第
ニ
捗

) 

(， 
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地
方
♂
品
川
県
柏
山
首
否

(
第
二
挽

。

市

議
2
偉
業
税
ご
の
闘
係
上

1
4
a
管
業
枕
に
於

τは
偉
業
者
が
白
有
家
屋
に
て
管
業
す
る
ご
き
に
其
家
賃
に

嘗
る
も

ωを
修
業
上
の
経
費
正
し

τ控
除

L
な
レ
で
ゐ
ら
う
。
然
る
に
別
に
共
上
に
も
其
白
有
家
屋
に
謝
し
て
家

一) 

第
二
十
三
寄

屋
枕
が
か
け
ら
れ
る
よ
己
、
な
る
ご
き
に
、
重
複
課
税
を
生
じ
な
〈
て
は
な
ら
m
H
J
己
い
ふ
の
不
都
合
ゐ
b
z
見
ら

れ
る

2
Z
U
)
O
b
如
何
じ
も
北
(
部
地
h
で
あ
る
。
に
か
ら
此
二
税
並
行
の
ご
き
仁
何
れ
か
一
方
仁
て
宥
怨
す
る
方
法

を
識
す
ぺ
き
で
あ

h
、
之
を
匁
し
た
以
上
は
、

二
税
の
存
在
は
少
し
も
差
支
な
い
。

ロ
ツ
ツ
は
、
設
濯
し
た
る
管
業
枕
又
は
共
地
山
長
牧
的
な
る
皆
業
者
負
抱
の
有
す
る
岡
山
中
て
、
山
側
、
事
務
所
、
工
場
に
家
屋
枯
を
融

"
 

す
る
と
き
は
、
自
分
の
日
単
屈
に
て
活
動
す
る
侍
業
者
自
重
き
二
百
課
税
が
生
じ
得
と
い
ふ
て
居
る
。

(
註
-
七
)

B
刺
盆
原
則
上

い
鴎
嫁
関
係
よ
一

h
J
I
l
l
家
屋
税
等
地
方
牧
盆
枕
に
つ
い
て
は
利
益
原
則
を
加
味
し
た
る
能
方
原
則
の
適
用

の
行
は
る
べ
き
も
の
ご
い
ふ

-
-
Z
を
前
提

L
、
而
か
も
前
記
の
如
〈
家
尾
較
に
鴨
嫁
が
行
は
れ
て
、
家
尾
所
有
者

以
外
の
人
の
負
捻
に
蹄
す
る
も
の
が
少
か

ι泊
ζ

ど
を
顧
み
る
ご
き
は
、
品
品
百
れ

rり
に
て
は
、
刺
盆
原
則
加
味
が

)
 

通
ら
ぬ
芭
い
ふ
非
難
が
生
じ
得
る
(
註
一
凡
)
0
2
此
は
如
何
に
も
其
通
b
で
あ
っ
て
、
此
税
の
快
鮎
ご
し
て
遺
峨
な

勃
で
は
あ
る
が
、
嶋
脇
陣
せ
ら
れ
十
し
て
家
屋
所
有
者
の
負
携
に
節
す
る
も
の
も
少
か
ら
同

ω
rか
ら
、
共
に
よ
b

て
恕
す
る
を
得
ピ
も
レ
へ
る
。

(
註
-
八
)

ロ
ツ
ツ
は
、
利
盆
に
依
る
諜
枯
の
設
に
て
、
不
動
産
所
有
告
重
認
と

L
て
地
方
凪
憾
へ
山
家
屋
枯
白
指
示
ば
、
借
家
人
の
上
に
、
又
ば

Seligman， Shifting etc. p， -243. Pfeiffer. a. a. O. 5. J8z 
Pfeiffer， a. a. Q. S目 174-5・

Tischert， Die moderne staatliche Ert阻，gs-undEinkommensbesteuerllI1g目

S.8. Tyszka， a. a. O. S. 145 
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jl 
d 
F 

家
屋
目
新
粧
持
者
の
上
に
負
強
の
棉
艇
が
生
じ
な
い
だ
け
に
て
の
み
結
審
さ
る
べ
舎
も
白
だ
と
い
ふ
咽

は
い
地
方
利
盆
其
も
の
、
再
定
よ
h
|
|け
い
一
方
、
地
方
税
正
し
て
土
地
盤
官
業
の
ニ
税
ど
相
並
ん
で
家
屋
枕
を

設
け
而
か
も
資
本
利
子
枕
を
快
〈
正
す
れ
ば
北
(
は
利
盆
原
則
加
味
の
飽
カ
原
則
適
用
正
い
そ
』
正
か
ら
出
る
。
然

る
に
地
方
の
施
設
又
は
畿
遥
の
縛
め
に
、
地
債
は
上
h
、
蹴
官
業
は
繁
戟
す
る
ニ
正
、
な
・
04
、
此
等
に
は
利
盆
原
則

加
味
の
能
力
原
則
適
用
ご
い
ふ
こ
ど
は
成
立
つ
が
、
家
屋
に
至
つ
て
は
此
の
如
き
も
の
が
な
い
。
家
賃
が
一
両
〈
な

る
苦
い
ふ
て
も
・
其
は
貨
は
家
賃
に
合
ま
る
、
地
代
の
分
子
が
高
〈
な
っ
た
の
に
止
ま
b
、
純
然
た
る
家
主
的
立

場
己
し
て
は
得
る
所
は
な
い

ω
で
あ
っ
て
、
蕊
仁
夫
の
原
則
の
通
用
は
成
立
た
旧
制
ご
い
ふ
の
論
が
あ
る
(
批
一
九
百

戸
併
L
地
方
施
設
叉
は
地
方
後
逮
に
よ
ち
て
生
す
る
家
賃
の
騰
貴
が
全
部
、
地
代
の
勝
賞
に
蹄
し
て
土
地
所
有
者

の
み
の
利
盆
に
婦
す
る
か
勝
た
家
主
英
人
の
利
益
を
も
増
加
す
る
か
は
質
際
的
事
情
に
か
、

h
一
概
に
い
ふ
こ

Z

は
出
来
な
い
げ
れ
ど
も
、
借
地
の
上
に
家
屋
を
建
つ
る
者
の
地
主
に
謝
す
る
権
利
が
相
官
に
保
護
せ
ら
る
、
こ

Z

を
前
提
正
し
、
そ
し
て
其
抑
ふ
べ
き
地
代
は
一
旦
定
め
ら
れ
た
以
上
、
可
な
り
長
(
維
持
古
る
、
ど
し
て
、
反
面

に
於
て
借
家
の
家
賃
は
地
方
施
設
叉
は
後
遼
に
感
じ
て
一
唐
頻
繁
に
引
上
げ
ら
る
h

Z
す
る
Z
き
に
は
、
差
額
は

家
主
の
懐
に

λ
h
て
夫

ω地
方
施
設
又
は
後
遺
に
よ
b
て
彼
の
牧
む
る
特
別
利
盆
ご
い
ふ
こ
己
に
な
る
(
註
ニ
の
)
O

業
か
ら
土
地
ご
の
闘
係
を
別
ご
し
て
も
、
家
屋
の
匁
め
に
特
別
に
行
は
る
、
地
方
施
設
ご
い
ふ
も
の
も
あ
る
。
例

之
、
消
防
、
警
察
の
如
、
き
で
あ
る
(
龍
一
一
一
)
O

ぞ
れ
hr
ら
い
ふ
て
も
家
屋
は
地
方
か
ら
特
別
な
利
益
を
受
〈
る
己
い

論

叢

地
方
家
屋
税
白
首
否

第
二
十
三
巻

第

~R 

) 

O 
七

g 
m 
φ 
J覧

有

Lotz， a a. O. S. 313・

Lotz， a. a. O. S. 325. 
19) 

却)



論

第
二
十
三
巻

停

掛

O 
J、

三
回
)

盤

地
方
家
u
且
柚
白
昔
話

ふ

τ差
支
な
い
。

セ

9
グ
マ

y
に
依
る
と
、
組
育
に
て
家
島
枯
反
割
前
者
白
中
に
も
、
市
白
組
曲
担
の
財
政
上
申
利
益
出
専
ら
土
地
所
布
者
に
及
ぷ
か
ら
、

建
物
は
免
枯
さ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
ふ
が
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
国

(
陸
-
九
)

(
健
二
O
)

車
艇
の
持
主
が
地
方
か
ら
特
別
刺
誌
を
受
〈
る
こ
と
は
、
ヮ
グ
ナ

l
、

z
l
ベ
ル
ヒ
、
シ
品
ワ
ル
ツ
、
マ
イ
ヤ

l
等
之
を
国
む
。
其
他

m
 

ピ
ル
ン
バ
Wγ

ム
も
、
家
UH
心
地
方
副
秘
は
此
鮎
よ
り
説
か
O
L
A
n
d

い
み
て
滑
る
J明

ω

紐
宵
に
於
け
る
家
屋
枕
反
封
論
に
到
す
る
鼠
撃
中
に
詑
か
れ

τ居
る
。

(
陸
ニ

-
v

ニ
枇
合
政
策
及
保
抽
出
政
策
上

A
共
説
|
l家
屋
税
が
住
居
不
足
住
居
不
良
及
住
居
高
領
、
並
に
随
つ
て
は
仕
事
不
足
を
も
生
す
る
こ
ど
に
な

っ
て
、
寸
肱
曾
政
策
上
及
保
健
政
策
上
不
都
合
ピ
ご
い
ム
の
で
あ
る
。
詳

L
f
いY
ふ
正
、
家
尾
税
が
ゐ
つ

τ家
主
の

負
蹄
闘
が
あ
る
吉
、
骨
抑
制
ド
ガ
り
家
主
が
英
資
本
を
家
屋
投
下
に
向
(
る
ニ
ご
が
少
〈
な
り
、
芙
れ
に
け
家
屋
供
給
を

少
か
ら
し
め
、
家
屋

ω改
良
も
怠
る
こ
正
、
な
る
。
随
つ

τ借
家
人
は
割
合
に
高
い
γ

家
賃
を
掛
っ
て
而
か
も
不
完

会
な
る
住
居
に
甘
ん
じ
な
(
τ
な
ら
凶
こ
ど
に
な
る
(
詰
ニ
ニ
)
O

其
れ
は
祉
曾
政
策
上
に
も
保
健
上
に
も
思
ま
し
か

ら
ぬ
こ
己
で
あ
る
。
之
宮
同
時
に
英
建
築
の
少
き
こ
ピ
の
縛
め
に
、
建
築
努
働
者
の
仕
事
を
少
か
ら
し
む
る
古
い

ふ
よ
正
も
あ
h
、
管
業
用
の
家
屋
の
家
賃
の
高
く
な
る
こ
ご
は
一
般
笹
業
の
不
利
ご
も
な
b
、
其
一
般
管
業
使
用

人

ω地
位
を
不
利
正
す
る
こ
正
に
も
な
る
o

之
正
反
謝
に
家
屋
枕
な
き
ご
き
に
は
、
之
あ
る
ご
き
に
比
し
て
家
屋

の
建
築
が
多
〈
な
り
て
建
築
枇
労
働
者
に
仕
事
を
奥
ふ
る
の
み
で
な
く
(
註
一
一
一
三
、
家
賃
を
低
下
せ
し
め
又
は
其
勝
賞

Seligman， ~tu4ies i~ _pub}i_~ 自nan~e. p. -230 
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日人
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R
A
M
V
r
油
勾

J
山

2
4
2
2

h
p
z
p
p
 

右
家
財
時
間
阻
止
論
中
に
、
管
業
け
い
的

ω同
時
的

ω
一
品
質
保
下
山
場
合
に
、
叫
が
桔
を
腕
滅
す
る
成
に
於
て
、
賃
金
の
主
抑
に
兎
て
ら
る
べ

M-m一立

的

回

d
f
岨
吋

き
資
源
を
柑
加
ナ
る
与
と
与
な
る
で
あ
ら
う
・
と
あ
っ
た

o

D

島
払
臼
h
M

-
m
L
a
L
n，
 

e
a
L
a
a
 

m
m
J刑
問

m

b
ほ

明

日

b
wも

咽
叫
印

4
4

S
E
C
S
E
 

意

を
牽
制
し
て
一
般
に
借
家
人
を
有
利
Z
簿
し
程
二
回
)
、
住
居
改
良
を
も
進
め
て
衛
生
上
に
も
真
ら
に
教
育
上
に
も

良
き
結
胤
訴
を
生
じ
(
註
二
五
)
、
崎
労
働
者
等
の
白
有
家
屋
を
も
容
易
正
し
(
位
二
五
、
品
官
業
用
家
屋
の
家
賃
を
低
下
す
る

を
得
る
だ
り
で
は
、

一
般
管
業
の
従
業
者
第
働
者

ω所
得
を
増
加
す
る
の
可
能
性
を
も
有
つ
(
祉
二
七
)
O

何
れ
に
し

て
も
祉
曾
政
策
上
、
保
健
上
等
に
有
功
で
あ
る
。

宮
ン
一
フ

1γ
は
、
税
に
依
る
家
賃
山
崎
北
が
住
肘
の
制
限
に
ヰ
(
べ
き
こ
と
を
説
寂
し
て
出
る
o

紐
育
に
於
け
る
家
い
肌
枕
底
止
術
者
心
意
見
中
に
、
山
嵐
い
胆
枕
兜
除
が
砲
築
物
生
庫
哨
加
に
導
き
、
此
が
一
斑
に
賃
金
を
噌
加
し
先
議
を
減
少

却

す
る
こ
主
に
山
は
し
む
と
あ
る
。

(
駐
ニ
ニ
)

(註ニ一
Z
)

(
鮭
ニ
四
)

〉6
 

副
部
、
家
u
h
和
雌
止
論
者

ω窓
口
品
中

ι、
川
弘
い
血
税

ω
兜
除
が
家
賃

ω
低
下
に
噂
〈
へ

L
と
あ
る
叫

治
家
此
松
山
田
止
論
者
自
直
且
巾
に
、
氷
川
品
不
誠
枕
が
、
山
本
氏
。
低
下
を
生
川
、
又
は
同
一
家
賃
に
て
一
一
府
大
な
る
主
及
一

M
M良
吉
設
備

を
供
す
る
ζ

と
に
よ
リ
て
、
和
集
生
活
を
総
和
す
る
こ
と
に
側

f
で
あ
ら
う
と
あ
る
。

(
陸
ニ
五
)

右
家
Mm
枕
蹴
止
論
山
中
に
、
家
μ
民
不
融
和
が
ド
郊
外
に
於
け
る
小
山
抵
曜
の
持
主
を
し
て
、
被
年
自
身
の
家
い
剖
を
刊
る
こ
之
を
有
利
な
ら

8
 

2
 

し
め
、
随
ふ
て
は
之
に
訪
ふ
こ
と
h

な
る
べ

L
と
あ
る
。

(
鮭
ニ
穴
)

へ
註
ニ
七
)

的
英
批
評
|
|
併
し
此
説
に
嚇
到
し
て
は
反
割
論
擦
も
相
常
に
ゐ
っ
て
、
あ
ま
り
に
強
い
も
の
ピ
は
い
へ
な
い
。

け
先
づ
家
屋
税
が
あ
る
さ
家
屋
の
供
給
を
減
少
し
家
屋
の
設
備
を
不
良
に
す
る
ご

ν
ふ
り
れ
ど
も
、
世
の
中
に
は

家
屋
供
給
投
資
を
専
ら
行
ふ
人
が
め
っ
て
、
少

L
許
h
の
税
の
刷
局
め
に
之
を
中
止
す
る
も
の
さ
は
限
ら
す
、
此
枕

論

地
方
家
長
祉
の
前
一
古

第
一
一
十
三
巻

(
第
二
続

三
五
)

。
ゴL

議

6 
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壬A

"" 
議

地
方
家
μ
四
時

ω
叩一世

第
二
十
三
省

E言

挽

，、
) 

O 

が
ゐ
る
ご
し
て
も
或
皮
ま
で
は
家
屋
供
給
は
つ
hv

〈
で
ゐ
ら
う
。

ヌ
労
働
者
自
身
の
小
住
宅
建
設
己

』

、p
」

し、

」、

も
、
之
を
助
長
す
る

ωは
貨
は
、

土
地
揖
保
貸
付
の
利
用
、

土
地
靖
国
間
利
用

ω希
望
で
ゐ
る
の
に
、

家
屋
不
課
税

此
が
土
地
増
刷
闘
を
妨
げ
、

共
れ
に
け
此
小
住
宅
建
設
を
妨
戸
、

に
件
ふ
て
自
ら
地
租
増
微
を
伶
儀
な
か
ら
し
め
て
、

る
E
ν
ふ
こ

E
も
め
る
側
川
そ
れ
か
ら
家
尾
改
此
に
つ
い
て
も
、

も
盆
々
進
む
か
ら
し

t
、
十
掛
か
る
か
ら
ご
い
ふ
て
之
主
〈
止
め
る
己
い
ふ
ほ
ど
の
こ
さ
は
あ
る
ま
い
o

却

世

ω進
歩
己
共
に
之
に
つ
い
て
の
相
官
識
も
欲
求

っ
て
家
屋
殺
な
き
ご
き
に
は
勢
ひ
地
租
の
笠
岡
己
な
ら
玄
る
を
得
や
し
て
、
基
岬
め
に
は
家
屋
が
下
川
底
が
る
よ

b
は
、
上
仁
高
〈
な
る
傾
を
有
も
、
其
潟
め
に
は
住
居
危
険
を
塙

t
ご
い
ム
こ
ご
も
あ
る
(
詰
一
-
八
)
。
川
そ
れ
か
ら

家
屋
税
の
斜
め
に
家
賃
を
高
め
る
正
い
ふ
こ
己
は
必
ず
し
も
之
あ
り
ご
限
ら
ぬ
。
家
賃
は
家
屋
に
謝
す
る
需
要
供

給
か
ら
定
ま

h
、
共
に
は
枕
川
り
み
な
ら
中
、
色
々
の
鰹
梼
原
因
が
働
〈
。
税
が
上
っ
た
炉
ら
ご
い
ふ
て
其
れ

rけ

家
賃
が
上
る
ご
は
限
ら
旧
制
(
詰
ニ
九
)
O

叉
従
来
、
家
臣
就
が
取
ら
れ

τ居
っ
た
の
に
、
家
屋
一
枕
を
止
め
た
か
ら
ぜ
い

ふ

τ、
家
賃
が
必
主
れ
だ
け
下
る
ご
も
限
ら
ぬ
叫
恐
ら
く
は
比
場
合
に
も
家
主
ご
し
て
は
地
代
の
県
の
騰
貴

を
見
治
み
て
出
来
る
な
ら
ば
英
庇
来
の
家
賃
を
共
催
に
据
泣
く
こ
ご
を
努
め
る
で
あ
ら
う
(
位
三
円
)
。
作
帥
労
働
者
の

仕
事
に
つ
い
て
も
、
家
屋
枕
の
縛
め
に
建
築
上
の
仕
事
の
少
さ
に
げ
は
、
努
力
が
他
の
産
業
に
向
は
ざ
る
を
得
5

る
こ
E
、
な
っ

τ、
此
に
於
け
る
生
産
を
有
利
ご
し
・
持
働
者
を
し
て
此
世
田
に
仕
事
の
場
蕗
を
見
出
苫
し
む
る
一
】

芝
、
な
ら
う
。
叉
家
屋
税
の
な
〈
な
っ
た
錦
め
に
一
時
は
建
築
が
多
〈
な
っ
た
ご
し
て
も
、
叉
た
其
反
動
家
が
や
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日eligman，~tu~i.es. p. 229 
Seligman. ~Illdies. p. 22::? 
Selii!man， Studi~s. p. 23d--g. 
Seligr国 n，Stud国 p.235 
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っ
て
来
r
L
、
建
築
過
多
、
仕
事
中
止
、
勢
働
不
要
ご
い
ふ
こ
さ
も
生
じ
、
結
局
.
勢
働
者
も
正
樹
の
人
口
増
加
に

川
必

帽
雌
守
る

E
常
の
建
築
増
加
以
上
に
多
〈
の
仕
事
を
些
む
こ
ご
は
出
来
な
い
。
そ
れ
か
ら
家
賃
が
下
っ
た
に
げ
勢
賃

の
上
騰
を
来
た
す
ご
い
ふ
こ
ご
も
必
中
し
も
起

ι
ぬ
。
或
は
此
E
件
ム
て
一
般
に
勢
賃
的
低
下
を
も
誘
ひ
叫
勢
働

者
を
特
に
有
利
た
ら

L
め
ぬ
ご
い
ふ
こ
芭
も
あ

b
得
る
。

(
位
二
八
}

杭
宵
に
於
け
る
家
財
枕
問
組
制
査
報
肯
に
於
げ
る
意
見
中
、
家
い
胞
の
平
訓
枇
は
土
地
山
一
層
白
集
約
的
値
旧
に
導
昔
、
一
目
方
向
に
於

行
る
止
前
及
安
全
に
劃
す
る
危
険
は
取
除
か
る
、
け
れ

E
も
、
他

ω
方
向
に
於
け
る
共
を
甜
ら
す
こ
と
A

な
る
と
い
以
白
は
此
れ
で
あ
る
o
制
ほ

M
 

ア
ウ
ア
ー
ス
H
Y

ル
ド
も
、
品
き
地
粗
白
結
果
と
し
て
、
精
々
、
品
会
中
部
起
の
建
築
白
州
向
を
生
ず
る
と
い
ふ
て
居
る
。

}
}
}
)
 

(
位
二
九
)
前
山
、
一

A
V
2尋
問
。
制
ほ
蜘
宵
に
て
共
白
多
〈
の
部
分
に
て
過
去
五
又
は
十
年
間
に
、
枇
牢
は
上
げ
ら
れ
た
の
に
、
家
賃
は
一

r
k
t
、

，

、

お

肉
、
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
例
も
あ
る
と
い
ふ
こ
主
で
あ
る
。

(
位
三

O
)

艇
宵
に
於
け
る
家
財
世
間
岨
執
背
中
、
家
起
枕
駿
止
山
泊
め
に
生
ず
ペ
骨
家
賃
白
低
下
正
紡
「
る
と
と
に
働
〈
反
射
静
力

ω
あ
る
こ
と

世
間
臨
し
な
け
れ
ば
な

ι向
。
共
山
枇
建
逝
な
る
事
波
山
一
は
、
家
主
封
建
物
白
倒
値
に
於
け
る
越
〈
べ
か
ら
ぎ
る
損
害
を
柿
ふ
泊
め
に
、
地
倒

白
川
掃
車
の
正
常
の
鵬
山
貨
を
計
算
す
る
と
と
だ
と
あ
る
Q

三
経
済
政
策
上

A
英
訟

1
i家
屋
殺
の
見
除
に
J
h
て
家
屋
供
給
を
増
加
し
家
賃
の
低
下
を
生
中
る
に
付
で
は
、
後
業
者
の
器

業
費
を
減
少
し

τ、
北
(
地
方
を
し
て
一
層
誘
惑
的
た
ら
し
め
、
其
繁
栄
を
進
め
る
一
』
正
、
な
る
ご
い
は
る
、
。

A
1

一
つ
、
家
屋
税
の
負
携
、
随
っ
て
家
賃
の
負
携
に
堪
へ
中
し
て
血
官
業
者
の
鱒
佳
を
徐
儀
な
く
す
る
場
合
の
如
量
、

論

第

量車

三
七
)

議

地
方
家
屋
枕

ω常一世

‘
第
二
十
三
巷

道

Seligman， Studies. p. 237 
~e~igman， ~tuàj~s. p. 236 
Seii"gman，_ Stlidie~. .p. 237-8. Auerswald， BeI1:rage zur Lehre von der 
einzigcn Stcucr. S. 48. 
Seligman， Studies. p. 235. 
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E市

議

一

地
方
家
雌
松
の
前
否

第
二
十
三
容

体

枕

入
) 

彼
じ
さ
り
て
は
折
角
作
。
上
け
允
る
顧
客
を
一
一
明
に
し
て
失
ム
ピ
ド
ム
損
害
も
ゐ
っ
て
、
随
つ
て
は
傍
業
者
が
其

管
業
を
安
全
に
す
る
鋳
め
に
は
管
業
所
を
白
有
正
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
古

ν
ふ
出
費
も
入
る
こ
己
に
な
る
(
祉
一
一
一

一
)
。
此
等
を
考
慮
す
る
に
於

τも
家
屋
税
は
な
い
方
が
経
憐
政
策
上
型
ま

L
い
ご
レ
ふ
こ
ピ
仁
な
る
。

ロ
シ
ヲ

l
ド
は
、
商
工
業
者
自
住
民
す
る
家
財
の
あ
ま
り
K
尚
き
負
抑
止
い
ふ
と
と
は
、
住
肘
の
移
特
に
よ
り
て
容
易
に
断
非
白
唖
先

を
押
よ
べ
き
解
約
(
借
家
趣
約
白
)
よ
り
安
全
な
ら
し
む
る
斜
め
に
、
彼
俸
が
往
々
に
し
て
附
舗
の
叫
入
在
位
儀
な
〈
き
る
L

の
故
に
越
〈
べ
き
こ

と
だ
と
い
ふ
。

(
健
三
-
)

B
其
批
評
|
|
併
し
反
面
か
ら
い
v

ふ
ご
家
展
税
の
な
い
工
}
ご
が
必
十
し
も
修
業
者
を
有
利
ご
す
る
ピ
限
ら
の
ご

い
ふ
こ
ご
を
注
意
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
或
地
方
凶
躍
に

τ家
屋
税
を
取
ら
m
H

ご
す
れ
ば
、
其
れ

rけ
地
租
か
笹

業
税
か
の
増
徴
ピ
な
る
可
槌
性
U
Y

強
い
。
地
利
を
増
せ
ば
、
や
が
て
家
賃
を
過
は
し
て
間
接
に
経
業
者
の
負
搬
に

蹄
着
し
、
皿
官
業
税
を
増
せ
ば
、
直
接
に
も
日
営
業
者
の
負
携
を
加
ふ
る
。
.
に
か
ら
家
賠
税
廓
止
の
表
面
上
の
負
路
軽

易
の
み
か
ら
し
て
営
業
者
の
上
の
利
盆
を
断
定
し
難
い
o

叉
家
屋
税
ιrh
制
附
す
る
ご
し
て
も
、
常
業
用
中
部
屋
に
は
特

に
低
率
を
訓
附
す
る
こ
ご
に
よ
り
修
業
者
の
不
利
を
緩
和
制
す
る
こ
芭
が
出
来
な
い
こ
己
で
も
な

ν
の

rhrら
、
必
十

L
も
一
概
に
偉
業
者
の
利
盆
か
も
し
て
家
屋
税
を
排
す
る
に
は
及
ば
な
い
。

四
牧
入
政
策
上

A
其
設
|
|
地
方
ご
し
て
必
す
し
も
家
屋
枕
に
依
ら
十
字
も
、
他
に
相
嘗

ω財
源
を
見
出
す
こ
己
が
出
来
る
の

Sellgman， Studie5. p. 235-6. 

Se1igmau， 5tudie3. p. 229・
Conrad， a. a. O. S. 146 
Eheberg， a. a. Q. S. 248 
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0

U

Q

υ

q
り

Q
Q



~ I 

げ
い
か
ら
富
三
二
)
、
品
に
依
る
に
も
及
ぶ
ま
い

t
い
ム
の
で
あ
る
。

(
桂
三
ニ
)

、、

例
之
、
海
洲
の
シ
ド

=
i
市
で
は
、
七
十
五
雨
入
白
人
口
を
も
っ
て
肘
る
が
、
一
九
一
六
年
に
、
所
得
、
掛
議
及
家
い
妊
の
上
白
凡
ベ
て

そ
し
て
此
市
白
必
要
な
る
方
偵
を
膏
ら
す
儲
め
に
、
純
地
例
。
百
分
自
了
ヒ
自
軸
に
て
足

〉n
 

p
、
ト
ア
ン
九
パ
ー
ル
白
ヨ
ハ
-
ス
プ
ル
グ
市
も
、
持
地
方
品
目
を
世
帯

ι百
分
一
一
・
七
白
地
倒
軸
に
て
茄
た
す
と
い
ふ
と
ド
だ
。

の
枕
を
止
め
て
、
抽
代
自
早
一
枯
に
て
代
ら
し
品
、

B
共
批
一
静
|
|
此
は
時
正
蕗
主
に
よ

h
て
は
如
何
に
も
其
通
h
Hい
が
、
併
し
之
を
如
何
な
る
時
及
蕗
に
も
推
す

こ
ご
は
山
来
向
。
叉
他
ド
財
源
が
あ
り
ご
い
ひ
、
な
し
E
い
ふ
の
も
、
程
度
論
で
あ

h
、
叉
他
仁
ゐ
っ
た
か
ら
ピ

h
v

ふ
て
、
英
に
の
み
依
る
ご
い
ふ
よ
胃
り
は
、
彼
是
れ
色
々
の
財
源
を
併
せ
周
ゐ
た
方
が
、

一
方
仁
偏
L
た
勉
め
に

生
十
べ
き
不
利
を
緩
和
す
る
こ
E
が
出
来
る
。

V
い
か
ら
他
に
財
源
は
ゐ
っ
て
も
必
や

L
も
此
家
屋
税
を
楽
て
る
じ

は
及
ば
ぬ
。

第

段

地
方
家
屋
税
の
肯
定
説

前
段
、
地
方
家
屋
税
否
定
設
に
劃
す
る
駁
撃
は
艇
が
て
此
税
の
肯
定
論
懐
古
も
な
る
が
、
倫
ほ
別
に
積
極
的
の
論

動
正
し
て
次
の
も
の
を
も
事
「
る
こ
正
を
得
る
。

一
税
質
上
叉
は
俸
高
T

課
税
上

A
ハ
方
に
於
て
此
枕
の
快
〈
を
得
43
る
ニ
芭
|
|
家
屋
牧
盆
稔
は
抱
力
を
漏
れ
な
〈
取
る
正
い
ふ
趣
旨
か
ら
し

論

叢

(
第
二
銑

一

三
九
)

地
方
家
屋
抵
の
賞
否

第
二
十
三
容

37-8 .. Auerswald. a. a. O. S 40) 



論

捜

地
方
家
出
且
税
白
首
否

第
ニ
十
三
容

(
第
二
韓

四

O
V

四

て
快
〈
こ

Z
-
r
得
ぬ
も
の
で
あ
る
の
み
で
な
〈
註
三
一
三
、
特
に
其
が
物
的
元
素
よ
り
生
十
品
収
益
Z
し

τ、
能
力

の
一
屠
大
な
る
も
の
を
課
税
す
る
古
い
ふ
貼
か
ら
し
て
も
快
(
こ
さ
を
得
凶
(
位
三
四
)
G

の
み
な
ら
子
地
方
税
に
は

利
盆
原
則
加
味
の
必
要
正
い
ふ
こ
古
か
ら
し
て
も
・
地
方
の
施
設
及
品
田
建
か
ら
特
別
利
盆
を
受
く
る
家
屋
の
課
税

を
地
方
に
拍
腕
〈
ニ
ピ
ヤ
得
月
乙
い
ふ
，
-
Z
に
な
る
(
註
=
一
五
)
C

若
も
地
方
に
此
枕
を
快
〈
芭
き
に
は
、
甘
(
は
家
屋
所

有
者
が
他
の
者
、
特
に
地
主
及
替
業
者
の
犠
牲
に
於
て
過
賞
に
有
利
正
な
る
ご
い
ふ
こ
芭
に
な
る
。
地
租
の
如
〈

其
れ
だ
り
土
地
の
痕
他
を
落
す
こ
吉
、
な
る
も
の
か
ら
い
ふ
正
、
家
屋
所
有
者
の
利
益
の
翁
め
に
、
地
土
の
財
産

の
一
部
が
投
牧
3
れ
た
ご
い
ふ
こ
己
に
な
る
(
註
三
六
)
0

土
地
増
刷
慣
が
枇
品
聞
に
負
ふ
こ
Z
の
少
か
ら
ぬ
こ
古
か
ら
考

へ
て
此
γ

い
も
忍
ぷ
べ
き
も
の
は
あ
る
が
、
併
し
家
屋
所
有
主
の
有
利
正
比
し
て
は
、
あ
ま
り
に
不
利
で
あ
る
。
管

業
者
の
如
き
は
本
来
か
ら
い
へ
ば
家
屋
所
有
者
よ
h
は
聴
い
負
携
で
然
る
べ
き
で
あ
る
が
に
、
家
屋
税
不
課
税
に

よ
b
て
は
却
っ
て
反
劃
の
結
果
に
な
る
。

の
み
な
ら
す
家
屋
殺
で
は
課
税
標
準
が
地
租
の
場
合
よ
b
も
一
居
一
度
々

修
訂
せ
ら
れ
て
一
居
公
卒
な
る
も
の
ご
な
り
得
る
の
に
(
誌
三
七
)
、
之
を
利
用
し
な
い
ピ
い
ふ
の
は
甚
L
〈
不
得
策

r
tも
V
は
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

(
陸
=
=
』
己

〉2
 

ア
ウ
ア

i
ス
ワ
ル
ド
は
、
公
正
且
完
全
な
る
謀
枯
を
可
能
と
す
る
泊
め
に
は
、
名
種
目
収
益
が
謀
枕
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
や
と
い
ふ
。

共
語
り
で
ち
る
。

(
健
三
国
)

ピ
ル
ン
パ
ウ
ム
は
不
励
産
(
家
屋
監
合
む
)
所
有
者
持
業
者
主
誠
心
土
台
ー
と
し
て
利
盆
誌
と
い
ふ
特
段
な
る
地
方
枕
原
則
を
採
る
を
嬰
し

叫

な
い
。
共
軍
訴
は
む
し
ろ
、
無
基
所
得
よ
り
も
有
基
所
得
圭
一
層
建
〈
認
す
べ
し
・
と
い
ふ
能
力
原
則
よ
り
解
説
せ
ら
る
誌
と
い
ふ
。

Wagner， a. a. Q. S. 56. 
Auerswald， a. a. O. S. 9 
Birnbaum. a. a. O. S. 8 
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nv議
3
j

(匙
=-E)
前
出
陸
、
ニ

O
事
照
。

(
駐
三
六
)

紐
育
家
屋
枕
磁
止
の
反
封
福
中
に
、
家
屋
枯
磁
止
の
結
山
市
と
し
て
、
地
主
が
其
財
産
償
値
の
下
蕗
を
見
出
す
。
此
は
政
府
権
力
白
地
ゆ

べ
か
ら
ざ
る
盤
用
で
あ
っ
て
、
抗
際
的
混
肱
を
結
来
す
る
と
と
誌
な
る
主
い
ふ
が
あ
る
叫

(
位
三
七
)
ア

I
シ
は
、
建
物
枕
は
、
其
制
合
に
姐
き
陥
訂
期
間
に
よ
り
、
並
に
家
附
き
の
土
地
に
て
は
無
家
土
地
に
於
け
る
よ
功
も
、
一
居
綿
密

に
事
質
上
の
利
用
倒
値

E
硫
定
す
る
の
可
能
に
上
り
て
、
官
に
地
租
よ
り
も
-
一
府
且
〈
賀
際
事
情
に
相
臨
し
た
も
白
だ
と
い
ふ
。

B
家
屋
税
が
特
仁
地
方
に
過
す
る
こ
芭
|
|
家
屋
税
を
断
じ
て
取
ら
ぬ
ご
い
へ
ば
別
で
あ
h
、
此
を
闘
に
も
地

方
に
も
取
る
正

ν
へ
ば
此
も
別
ピ
が
、
之
を
固
か
地
方
か
何
れ
か
一
方
に
の
み
取
る
ご
い
V

へ
ば
、
会
H
T
の
上
か
ら

L
て
地
方
に
あ
る
方
が
闘
に
あ
る
の
よ
ち
も
一
層
過
し
て
居
る
叫
其
は
特
に
其
課
税
標
準
が
地
方
に
於

τ
一
層
良

〈
、
時
勢
り
麹
化
に
臆
じ
て
修
訂
古
る
、
か
ら
で
あ
る
(
詰
三
八
}
O

(
陸
三
八
)

例
之
、
古
告
普
白
剛
山
家
日
凪
枇
山
如
〈
十
年
間
の
平
均
牧
植
に
説
者
、
十
五
年
日
目
修
訂
畑
を
も
つ
も
の
で
は
、
急
速

ι畿
通
L
家
賃

η
 

又
は
地
償
白
金
融
に
脇
立
L
ワ
ミ
あ
る
都
市
山
地
方
枕
と
し
て
は
太
し
〈
平
副
岱
な
も
の
で
あ
っ
た
叫

二
川
収
入
政
策
上
|
|
此
税
に
よ
h
ノ
て
地
方
財
政
は
相
嘗
に
大
な
牧
入
が
得
ら
れ
、
而
か
も
・
後
達
し
っ
、
あ
る
地

方
に
て
は
通
例
、
其
枚
入
の
盆
々
増
加
す
る
可
能
性
を
有
つ
(
註
三
九
)
O

之
を
閑
却
す
る
の
は
不
得
策
で
ゐ
り
、
之

争
」
採
ら

F
る
よ
り
も
此
枕
を
採
っ
て
他
の
枕
の
率
を
聴
く
し
た
方
が
、
牧
入
政
策
上
一
層
得
策
で
あ
る
。

(
註
三
九
)
ロ
ツ
ツ
は
園
田
家
反
枇
に
つ
い
て
、
其
が
隆
昌
な
る
聞
に
て
は
地
制
に
比
し
、
稀
申
自
引
よ
な
し
に
、
噌
越
す
る
牧
銅
を
事
「
る
み
い

8
 

2
4
大
な
長
町
を
布
つ
'
と
い
ふ
て
庇
る
副

諭

接

(
第
ニ
銃

四

) 

地
方
家
量
枕
白
首
否

第

十

巻

E 
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諭

議

四

プ、

地
方
家
屋
枯
目
常
否

停
二
十
三
巻

(
第
二
枕

三
課
税
技
術
上
|
|
此
税
は
最
容
易
に
行
は
れ
て
而
か
も
日
公
平
正
な
り
得
ご
い
ふ
こ
E
が
あ
る
o

共
課
税
物
件
は

表
現
的
で
捕
捉
が
容
易
で
ゐ
b
M
そ

Lτ
業
課
税
標
準

ω評
定
も
左
ま
で
六
っ
か
し
〈
な
〈
(
詑
四
円
一
)
、
特
に
共
義

務
者
は
都
曾
な
ど
で
は
比
較
的
少
数
で
ゐ
り
、
其
人
の
移
特
異
動
も
制
A
ロ
に
少
〈
、
且
つ
物
件
が
地
方
々
々
に
て

分
別
的
で
ゐ
hv
・
修
業
枕
な

E
の
如
〈
他
地
方
正
の
究
捗
も
な
い
ご
い
ふ
の
で
、
凡
一
べ
て
課
税
技
術
上
は
便
利
で

あ
る
。
或
は
飯
に
困
税
に
地
租
が
ゐ
る

Z
L
て
之
に
附
加
税
を
課
L
た
方
が
、
家
屋
税
を
新
設
す
る
の
よ
り
も
技

術
上
簡
単

rご
は
い
I

へ
る
が
、
併
し
其
の
闘
税
地
税
が
唯
さ
へ
不
必
卒
で
あ
る
の
に
之
を
附
加
枕
に
よ
り
て
増
長

す
る
の
が
得
策
な
ら

?
Z
い
ふ
-
-
己
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
窪
田
一
)
。

(
陸
四
O
)

ロ
ツ
ツ
は
、
家
地
枯
白
評
定
は
金
値
上
貸
付
川
蝉
な
も
白
で
は
な
い
。
共
は
家
属
。
賃
貸
白
現
は
る
ゐ
だ
け
に
て
は
随
ふ
て
事
〈
と
も

都
市
事
情
に
於
て
は
然
り
と
い
ふ
て
居
る
哨
其
掴
り
で
あ
る
。

(
陸
回
-
)

園
勧
に
附
着
し
た
る
、
負
描
川
山
雄
助

A
不
平
等
が
地
方
附
加
枇
に
よ
り
繍
虫
さ
れ
、
附
加
輸
出
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
一
一
居
多
〈
感
ず
『

き
も
の
冒
と
な
る
。

四
経
済
政
策
上
|
|
家
尾
税
が
謀
せ
ら
れ
る
こ
正
に
よ
b
τ
其
れ
に
け
或
度
ま
で
管
業
税
が
粧
易
正
せ
ら
れ
、
家

屋
枕
に
て
も
管
業
用
の
に
は
管
業
税
ご
の
聞
係
を
考
慮
し
て
之
を
兎
除
し
缶
四
二
)
、
叉
は
住
居
用
的
負
携
の
字
額

度
に
軽
減
す
る
こ
ピ
も
出
来
孟
凶
一
三
、
斯
〈
し
て
家
屋
税
仁
よ
り

τも
替
業
の
稜
逗
を
阻
碍
し
な
い
こ
ど
が
出
来

る
。
家
屋
枕
に
於
て
笹
業
用
家
屋
に
劃
す
る
此
等
の
掛
酌
が
行
は
れ
な
い
ご
し

τも
、
其
家
屋
税
は
管
業
用
家
屋

scl<t. Fυldcs， a. a. O. S. 145 Lotz， a. a. O. '3. 3T2. Tyszka， a. a. O. S 
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の
み
な
ら
字
、
非
管
業
用
の
家
居
に
も
謀
せ
ら
れ
、
融
官
業
用
・
家
屋
に
課
せ
ら
れ
た
分
も
、
品
目
業
者
の
み
の
負
摺
に

蹄
せ
子

Lτ
、
他
の
者
・
特
に
・
家
尿
所
有
者
の
負
擦
に
備
す
る
可
能
悦
も
ゐ
っ
て
、
直
接
に
は
専
ら
替
業
者
の
み

を
課
古
う
ご
す
る
岨
官
業
税
の
還
ま
れ
た
に
比
し
て
は
、
凪
官
業
者
の
立
場
ご
し

τ、
ま
ぢ
幾
に
古
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
或
は
一
家
屋
枕
を
謀
せ
す
ご
す
る
正
き
に
還
ま
る
べ
き
地
租
の
影
響
を
見
る
の
に
、
其
場
合
に
は
地
債
を
低
下

せ
L
め
て
、
土
地
抽
担
保

ω金
融
界
を
一
時
、
動
揺
せ
し
む
る
こ
古
が
生
十
る
(
泊
四
四
)
O

之
を
避
く
る
縛
め
に
も
む

し
ろ
家
尾
税
を
謹
む
ぺ
し
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
尤
も
此
に
脅
し

τは
相
掛
聞
に
補
償
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
左

ま
で
多
〈
心
配
す
る
に
は
及
ば
心
。
郎
も
地
師
闘
は
低
下
し
て
も
、
家
屋
無
税
の
銭
的
に
家
屋
の
府
築
が
あ
っ
て
、

土
地
に
て
止
ん
は
れ
た
る
携
保
岐
格
を
或
度
ま
で
家
屋
に
見
出
す
こ
芭
が
得
ら
れ
(
詰
凹
豆
、
叉
此
家
賠
増
築
が
や
が

て
土
地
の
需
要
を
増
加
し
て
再
び
地
債
の
勝
段
を
資
ら
す
ご
い
ふ
こ
ご
も
出
来
る
(
討
凹
六
)
O

ア
イ
ス
ナ
ジ
グ
は
、
収
益
枕
の
告
則
的
内
抗
行
に
於
て
は
、
農
業
主
瞥
柴
山
川
叫
に
踊
し
』
つ
隣
っ
て
地
祖
母
出
品
拾
を
諌
せ
ら
れ
た
る
建

物
は
、
諭

ω
収
益
枕
に
於
け
る
武
政
負
踏
を
避
〈
る
鈎
め
に
、
氷
川
町
姑
を
阿
見
ぜ
ら
れ
な
〈
て
は
な
ら
由
。
随
っ
て
家
Mm
祉
は
事
抗
上
主
と
し
て
は

住
家
に
叫
ら
る
4

き
も
目
だ
と
い
刊
日
、
コ
シ
一
7
1
V
は
、
時
業
川
家
民
は
佳
業
に
よ
り
て
は
、
む
し
る
一
白
負
披
と
見
る
べ
き
も
の
て
あ
り
、
随

っ
て
唯
だ
地
倒
的
崎
訟
の
み
が
考
慮
さ
る
べ
〈
、
建
物
抗
も
出
土
仙
仙
は
考
慮
す
べ
き
て
な
い
の
別
忙
持
業
殺
の
謀
せ
ら
る
、
与
と
き
は
然
り
と
い

(
世
田
ニ
)

組
廿
魯
固
山
一
人
九
二
年
訟
に
於
け
る
家
位
枯
ど
は
、
作
肘
家
h
H
百
分
同
、
瞥
業
用
家
財
百
分
一
一
、
農
業
粗
野
家
い
血
発
枇
て
あ
り
、
郎
官
設

〉邸

周
家
屋
は
住
帰
川
山
共
れ
田
中
分
度
目
負
強
と
な
っ
た
。

(
註
幽
三
)

(
控
四
回
)

紐
宵
に
於
け
る
家
屋
枇
臨
止
反
酎
諭
中
に
、
此
山
車

H
柑
阪
止
案
げ
か
大
投
資
骨
枇
に
依
る
土
地
抵
λ

貸
什
資
金
の
即
時
山
停
止
と
な
り
、

論

叢

第
二
十
三
谷

七

(
第
二
就

四
三
)

地
方
家
島
枕
の
官
有
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前

叢

地
方
家
屋
粧
の
官
否

{
第
一
一
晩

四
回
)

凡
ベ
て
ι》
現
在
ι》

貸
付
V> 

帯
尻ぷ

督

侃
と
な

る
ft~ 
怖
E 
伴
.¥. 
と
ν、
~、

治主

あ
る
時。俸

十

巻

-一λ

(
註
四
五
)

紐
宵
に
於
け
る
家
M

且
枇
蹴
止
論
中
に
、
家
白
血
無
税
に
よ
り
て
一
居
多
〈
山
品
川
且
が
建
て
ら
る
込
と
き
忙
、
家
屋
自
信
め
に
護
金
を
供
す
る

こ
と
が
貸
手
の
刺
誌
と
な
る
て
あ
ら
う
と
い
r
L
が
あ
る
哨

(
駐
四
穴
)

家
μ
且
税
臨
止
論
中
に
、
此
が
錦
め
に
土
地
所
有
者
自
損
失
と
は
な
ら
ぬ
。
貨
際
、
之
に
よ
り
建
築
白
靖
加
、
人

u鞠
集
の
刺
執
を
生

じ
、
土
地
帯
誕
の
哨
加
を
生
ピ
て
、
地
倒
が
低
下
す
る
よ
り
は
騰
貴
す
る
か
ら
と
い
ふ
が
あ
る
叫

五
枇
曾
政
策
上
ー
ー
も
家
屋
税
は
さ
ま
で
不
良
で
な
い
。

屋
に
低
率
を
採
し
又
は
或
宥
恕
を
行
ひ
(
誌
凹
4
)
、
高
級
住
屋
に
脊
修
霊
媒
の
趣
旨
に
て
高
率
を
課
す
る
(
駐
凹
入
)
こ

一
方
に
は
特
に
同
む
〈
家
屋
の
中
で
も
、
下
級
民
の
住

ご
も
出
来
、
以
て
枇
曾
的
反
戚
を
緩
め
る
こ
ご
が
出
来
る
。
叉
事
情

ιよ
b
て
は
嬉
築
業
者
の
下
級
住
屋
の
増
築

を
刺
戟
し
て
、
共
家
賃
を
低
下
せ
し
め
、
又
は
少
〈
正
も
其
勝
賞
を
牽
制
す
る
こ
正
、
も
な
り
得
る
。

η
 

一
九
一
人
年
四
バ
イ
エ
ル
シ
由
法
律
は
、
小
住
宅
申
建
築
に
は
、
建
設
後
、
六
、
十
一
一
、
十
八
年
間
白
発
粧
を
奥
へ
た
岨

拙
文
、
佐
川
抽
税
目
剥
害
と
高
級
住
帰
柏
田
提
案
、
参
附
。

(
陸
四
七
)

{
位
四
八
)

結

論

以
上
要
之
、
地
方
家
屋
税
に
謝
し
て
は
一
部
の
論
者
は
各
積

ω見
地
か
ら
し
て
反
謝
を
唱
へ

τは
居
る
が
、
併

し
、
其
等
は
、
あ
ま
・
り
扱
き
論
燥
を
有
つ
も
の
ご
は
見
る
を
得
す
.
む
し
ろ
之
を
肯
定
す
〈
き
、
託
公
正
課
税
上
.

課
税
技
術
上
、
財
政
政
入
上
、
経
済
政
策
上
、
一
蹴
曾
政
策
上
重
要
な
る
論
疎
を
有
つ
ご

ν
ふ
べ
き
で
あ
る
。
花
は

我
闘
に
で
も
家
屋
枕
の
地
方
財
政
に
於
り
る
一
屠
の
磁
展
を
期
待
し
て
巳
ま
な

ν。
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